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森
藤　

紀
子

　

問　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
以
来
、
節
電
対
策
が
進
ん

だ
が
、脱
原
発
の
観
点
か
ら
、特
に

事
業
所
の
節
電
が
重
要
で
あ
る
。

蛍
光
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、　

％
の

５０

節
電
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

県
で
は
、
リ
ー
ス
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交

換
す
る
予
定
で
あ
る
。
リ
ー
ス
代

に
は
、
削
減
予
定
の
電
気
料
金
を

充
て
る
た
め
、
新
た
な
予
算
は
必

要
な
い
。本
市
も
、リ
ー
ス
に
よ
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
考
え
な
い
か
。ま
た
、

学
校
の
節
電
対
策
と
し
て
「
フ
ィ

フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
事
業
」が
あ

る
。
こ
の
事
業
は
、児
童
・
生
徒
や

教
職
員
が
協
力
し
て
省
エ
ネ
活
動

に
取
り
組
み
、
節
電
で
き
た
経
費

の
半
分
を
学
校
に
還
元
す
る
も
の

だ
が
、導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

公
共
施
設
の
照
明
器
具

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
高
効
率
な
も
の

に
交
換
す
る
こ
と
と
し
、
施
設
の

　

問　

深
谷
落
合
地
区
で
は
、　
４５

㌶
が
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
、

そ
の
内
、　

㌶
が
土
地
区
画
整
理

３３

事
業
区
域
と
な
る
計
画
で
あ
る
。

事
業
区
域
か
ら
外
れ
る
企
業
や
取

内
の
森
、
中
学
校
に
隣
接
す
る
住

宅
は
、
減
歩
も
な
く
市
街
化
編
入

さ
れ
不
公
平
と
い
う
声
が
地
権
者

か
ら
出
て
い
る
。
地
権
者
の
理
解

を
得
る
に
は
、
市
街
化
編
入
し
な

二
見　

昇

い
選
択
肢
も
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。ま
た
、深
谷
中
央
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
の
際
、
減
歩
率
が
平

均
の
１
・
７
倍
と
な
っ
た
区
域
が

あ
る
。
深
谷
落
合
地
区
の
平
均
減

歩
率
は　

％
と
の
試
算
だ
が
、１
・

４３

７
倍
で
は　

・
１
％
と
な
る
。
こ

７３

れ
で
は
地
権
者
は
納
得
で
き
な
い

と
思
う
が
、こ
の
理
解
で
よ
い
か
。

　

答　

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

の
設
定
で
は
、
事
業
の
成
立
に
８

割
以
上
の
同
意
が
必
要
の
た
め
、

入札に係る設計金

額の公表方法と総

合評価方式を問う

深
谷
落
合
地
区
の
市
街
化
区
域

設
定
は
不
公
平
で
は
な
い
の
か

維
持
管
理
、整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

積
極
的
に
導
入
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
施
設
の
種
類
や
整
備
内

容
、
補
助
金
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
、照
明
器
具
の
リ
ー
ス
を
含
め
、

時
々
の
最
良
な
方
法
を
選
択
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、フ
ィ
フ
テ
ィ
・

フ
ィ
フ
テ
ィ
事
業
の
導
入
は
、
昨

年
、
学
校
と
協
議
し
た
。
本
市
で

は
、
冷
暖
房
の
熱
源
も
灯
油
や
電

気
、都
市
ガ
ス
と
異
な
っ
て
お
り
、

学
校
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
般

開
放
な
ど
多
目
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
一
律
に
扱
う

こ
と
が
で
き
ず
見
送
っ
た
経
緯
が

あ
り
、
実
施
は
難
し
い
。

（
ほ
か
に
「
市
の
子
育
て
支
援
策

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

㌶
で
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

３３い
る
。
区
画
整
理
を
せ
ず
に
市
街

化
編
入
す
る
区
域
は
、
既
に
都
市

的
土
地
利
用
や
緑
地
指
定
が
さ
れ

て
お
り
、
計
画
的
に
土
地
利
用
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
上
で
も
編
入

す
べ
き
と
い
う
、
都
市
計
画
上
の

考
え
で
あ
る
。
事
業
区
域
外
で

も
、
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
る

こ
と
で
、
固
定
資
産
税
と
都
市
計

画
税
の
適
正
な
負
担
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
、
不
公
平
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、現
時
点

で
は
、
平
均
減
歩
率
を　

％
と
想

４３

定
し
て
い
る
が
、
筆
ご
と
に
は
計

算
し
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に「
市
内
の
犬
の
ふ
ん
害
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
」を
質
問
）

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

佐
竹　

百
里

　

問　

本
市
は
、
県
や
県
下
市
町

村
が
共
同
で
開
発
し
た
「
か
な
が

わ
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
し
て
い
る
。本
シ
ス
テ
ム
は
、

優
れ
た
入
札
制
度
で
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
が
、
設
計
金
額
の
公
表

方
法
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
事

前
・
事
後
と
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
総
務
省
と
国
土
交
通
省
か

ら
出
さ
れ
た
通
達
で
は
、
最
低
制

限
価
格
に
応
札
が
集
中
す
る
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
、
事
後
公
表
へ

の
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
な

ぜ
、
本
市
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
事
前
公
表
を
採
用

し
て
い
る
の
か
。
市
内
業
者
活
性

化
の
観
点
か
ら
も
、
市
内
業
者
が

優
先
的
に
入
札
に
参
加
で
き
る
、

総
合
評
価
方
式
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

事
前
公
表
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
業
者
が
施
工
規
模
で
入
札
参

加
の
可
否
を
容
易
に
判
断
で
き
る

こ
と
や
入
札
の
透
明
性
が
確
保
で

き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。一
方
、デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
見
積
も
り
努
力
を

損
な
わ
せ
る
こ
と
や
最
低
制
限
価

格
を
推
測
す
る
こ
と
で
、
低
価
格

入
札
に
な
る
こ
と
な
ど
と
一
般
的

に
い
わ
れ
て
い
る
。
国
の
通
達
は

承
知
し
て
い
る
が
、
本
市
の
入
札

結
果
を
見
る
と
、
メ
リ
ッ
ト
が
デ

メ
リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

事
前
公
表
を
採
用
し
て
い
き
た

い
。総
合
評
価
方
式
は
、導
入
の
条

件
で
あ
る
学
識
経
験
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
本
市
独
自
の

評
価
項
目
を
取
り
入
れ
た
も
の
が

で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

照
明
器
具
の
リ
ー
ス
な
ど
新
た

な
節
電
対
策
を
導
入
し
な
い
か

越
川　

好
昭

　

問　

県
の
財
政
再
建
策
を
検
討

し
て
き
た
、
県
緊
急
財
政
対
策
本

部
調
査
会
（
神
奈
川
臨
調
）
は
、

今
年
７
月
に
中
間
意
見
を
ま
と
め

た
。そ
の
中
で
、補
助
金
を
一
時
凍

結
し
た
上
で
の
見
直
し
や
県
有
施

設
の
原
則
全
廃
な
ど
が
提
言
さ
れ

た
。
本
市
は
、
県
か
ら
約
４
億
円

の
補
助
金
を
受
け
て
お
り
、
県
営

住
宅
を
４
団
地
３
７
５
戸
抱
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
直
接
影
響
が
予

想
さ
れ
る
。県
は
、銀
行
の
利
払
い

縮
小
や
大
企
業
へ
の
補
助
金
カ
ッ

ト
な
ど
を
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、

県
民
と
市
町
村
に
負
担
と
犠
牲
を

押
し
つ
け
る
中
間
意
見
は
、
と
て

も
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
意
見
に
対
す
る
評
価
と
今
後

の
対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

神
奈
川
臨
調
の
中
間
意
見
へ
の

評
価
と
対
応
を
ど
う
考
え
る
か

　

答　

中
間
意
見
で
は
、
県
が
極

め
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る
こ

と
を
予
想
し
て
い
る
。県
で
は
、行

財
政
基
盤
の
確
立
に
必
要
な
法
令

や
制
度
の
改
革
な
ど
、
行
政
の
あ

り
方
に
踏
み
込
ん
だ
見
直
し
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。し
か
し
、仮
に
県
が
補
助

金
の
一
部
凍
結
を
実
施
し
た
場
合

で
も
、
市
民
生
活
に
直
接
影
響
の

あ
る
扶
助
的
経
費
な
ど
継
続
性
が

必
要
な
事
業
は
、
市
で
は
凍
結
な

ど
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

見
直
し
は
、
市
町
村
と
十
分
な
調

整
を
図
り
、
県
民
に
直
接
説
明
し

理
解
を
求
め
る
な
ど
、
結
果
的
に

市
町
村
へ
の
財
政
負
担
の
転
嫁
と

な
ら
な
い
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
こ
の
１
年
の
経
済
状

況
を
み
て
、
基
本
計
画
変
更
の
必

要
を
感
じ
な
い
か
」
を
質
問
）

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

●
８
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会

２０
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２７●
９
月

３
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

４
日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２
日
）・
議
会
全
員
協
議
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

７
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

１０
　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１８
　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２０

３
日
）

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
第

２１

４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

９
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２６

終
日
）
・
議
会
全
員
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

●　

月
１０

４
日
〜
５
日　

市
民
福
祉
常
任
委

員
会
行
政
視
察
（
大
阪
府

枚
方
市
・
大
東
市
）

　

日　

茨
城
県
守
谷
市
議
会
議
員

１１

来
市
（
図
書
館
の
指
定
管

理
者
制
度
）

　

日　

議
会
全
員
協
議
会

１９
　

日
〜　

日　

総
務
教
育
常
任
委

２３

２４員
会
行
政
視
察
（
富
山
県

高
岡
市
・
富
山
市
）

　

日　

愛
知
県
刈
谷
市
議
会
議
員

２５

来
市
（
図
書
館
の
指
定
管

理
者
制
度
）

　

日　

議
会
報
編
集
委
員
会

３１●　

月
１１

７
日
〜
８
日　

経
済
建
設
常
任
委

員
会
行
政
視
察
（
福
井
県

勝
山
市
・
福
井
市
）

　

日　

岐
阜
県
各
務
原
市
議
会
議

１３

員
来
市
（
防
災
対
策
）

警察署の誘致活動

や商工会館建設支

援への取り組みは

　

問　

本
市
は
、
市
民
生
活
の
安

全
を
確
保
す
べ
く
、
昭
和　

年
か

６３

ら
警
察
署
の
誘
致
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
平
成　
２１

年
に
県
警
察
綾
瀬
合
同
庁
舎
が
設

置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
市
民
か
ら

の
要
望
が
多
い
、
自
動
車
運
転
免

許
証
の
更
新
手
続
き
は
、
受
け
取

り
し
か
で
き
な
い
な
ど
、
納
得
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
警
察
署
の

誘
致
は
市
民
の
悲
願
で
あ
る
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
市
内
産
業
経
済
を
け
ん
引
す

る
商
工
業
者
の
拠
点
で
あ
る
、
商

工
会
館
の
建
設
計
画
要
望
書
が
市

に
提
出
さ
れ
た
。
商
工
会
で
は
、

昭
和　

年
に
会
館
検
討
委
員
会
を

６３

発
足
し
、
先
進
市
を
視
察
す
る
な

ど
、
長
い
間
温
め
た
計
画
で
あ
る

が
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

答　

県
警
察
綾
瀬
合
同
庁
舎

は
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を

守
る
活
動
拠
点
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
し
か
し
、
窓
口
業
務
は
限

定
さ
れ
て
お
り
、
警
察
署
設
置
も

実
現
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
要

望
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
県
か

ら
は
、
警
察
官
の
数
の
問
題
や
財

政
状
況
の
悪
化
に
よ
り
困
難
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
引
き

続
き
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
、
商
工
会
館
は
、
建
築
か
ら

　

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん

４５で
い
る
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
が

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
要
望
書
に
は
、
建
設
希

望
予
定
地
や
規
模
な
ど
、
建
設
計

画
案
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

内
容
を
精
査
し
、
支
援
の
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
政
会　
　
　

山
田　

晴
義


